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GS併設型 専用型

簡易型

移動式

高架下設置型など

既存GSに併設し、
既存の燃料供給網を活用

現状使われていない
スペースを有効活用

バスにも対応可能な
大型水素供給設備を整備

35MPaも含めた簡易
設備を各施設に導入
（コンビニ等の駐車場等）

一部の時間にだけ発生する
遊休スペースを活用

水素パイプライン供給

パイプラインを通じて
近隣に水素供給

水素ステーション 

電 気 

水 素 

メタンガス合成 
（メタネーショ

ン） 

メタンガス合成 
（メタネーショ

ン） 

※水素は大規模・長期間のエネルギー貯蔵も可
能 
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再生可能エネル
ギー 

水素による貯蔵・供
給 

電力需要量 
余剰再エ

ネ 

水素による発
電 

太陽光発電 

水素運搬船 
化石燃料
由来水素

再エネ資源由来水素 海外調達水素 副生水素

発電での活用を見据え、
海外の未利用エネルギー
から製造される水素も調達

化石燃料由来水素や
副生水素を活用し、

安定的な水素供給体制を構築

都市の低炭素化の促進のため、
将来的には、

再エネ資源由来水素を活用

再エネ由来ＣＯ2 フリー水素を脱炭素社会実現の柱に   
－ 再 エ ネ 大 量 導 入 を 水 素 で 支 え る ― 

 ゼロエミッション東京の実現には、化石燃料から脱炭素エネルギーへの転換が不可欠。戦略では、再エネの基幹電源化に加え、 

  再エネ由来ＣＯ2フリー水素を本格活用し、脱炭素社会実現の柱にしていく    
 水素は、大量・長期間のエネルギー貯蔵ができ、再エネ電力の大量導入時の調整力や、熱エネルギーの脱炭素化に向け重要な 

  カギとなる。2050年に向け、様々な分野でのＣＯ2フリー水素の活用を目指す 

参考イメージ図 


